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3―1 ◦ダイバーシティ通信
室長：木幡　行宏　［くらし環境系領域・教授］
室員：太田　　香　［しくみ情報系領域・助教］
　　　岸本　嘉彦　［くらし環境系領域・助教］
　　　貞許　礼子　［くらし環境系領域・特任教授］
　　　　　　　　　（女性研究者支援ユニットコーディネーター）
　　　塩崎　泰子　［学生室ユニットマネージャー］
　　　関　　千草　［くらし環境系領域・助教］
　　　永井　真也　［ひと文科系領域・准教授］
　　　成田　幸仁　［もの創造系領域・助教］
　　　古屋　温美　［くらし環境系領域・准教授］
　　　堀切　香菜　［財務グループ総務ユニットスタッフ］
　　　　
　　　乙川　裕美　［女性研究者支援ユニット特定専門職員］
　　　木村　友也　［総務グループ職員ユニットスタッフ］
昨年度から引き続いて室員の 2名からコメント：
創刊号　2014年 8 月
学長からメッセージ
室蘭工業大学が「文部科学省科学技術人
材育成費補助事業女性研究者研究活動支援
事業（一般型）」に採択されて約 1年が経
過し、この間に本学ではさまざまな改革を
進めてまいりました。平成26年 7 月からは、「子の看護休暇」
「介護休暇」を常勤職員だけではなく非常勤職員も有給とす
るなど、大学全体でライフイベント期（育児・介護等）にあ
る教職員の活躍を応援する体制を強化しつつあります。男女
共同参画推進室ニュースレターの創刊にあたり、本学におけ
る多様性のさらなる推進への願いを込めてそのタイトルを
「ダイバーシティ通信」としました。題字は室蘭で活躍する
著名な書家の駒澤靜秀氏（第45回記念国際現代書道展で最高
賞となる文部科学大臣賞受賞）に揮毫していただきました。
この場を借りて深く御礼申し上げます。
 国立大学法人 室蘭工業大学　学長　佐藤 一彦
担当理事からメッセージ
本学は、男女共同参画を推進し多様化を
図ることによって教育・研究の活性化につ
なげることができるとの思いから、平成22
年に設置の男女共同参画推進室に、昨年度
の文科省支援事業によって開設した「女性研究者支援ユニッ
ト」が中心となり、さまざまな取組を意欲的に進めています。
女性のための環境整備の一環として大学会館をはじめ学内の
3箇所にベビーシート（オムツ替え台）やベビーキープを設
置し、 6月には室蘭市の赤ちゃんの駅にも登録されました。
本学は子育て中の女性でも安心して勉学や就業に取り組める
キャンパスへとその姿を変えつつあります。11月21日には日
本IBMの下野雅承氏を迎えて「グローバル経営とダイバーシ
ティ推進」と題する講演会を予定しています。教職員の積極
的な参加を期待します。
 副学長・理事　伊藤 秀範
～「ダイバーシティ通信」創刊によせて～
～男女共同参画推進室の紹介～
（関）これまでの男女共同参画推進室の活動に加え
て、貞許先生を中心とした女性研究者支援ユニットの
設置により、制度や設備の改善が進み始めました。女
性研究者は少ない本学ですが、女性も男性も働きやす
い、学生ものびのびと過ごせる環境づくりに、私もお手伝いできるよ
う頑張りますので、皆様もご協力をお願いいたします。 
（成田）男女共同参画推進室員を拝命した当初は何も
分からず当惑しておりましたが、現在では、少子高齢
化を迎えんとする我が国に必要な取り組みだと思って
います。本学は地方都市の工科系単科大学であり、状
況には厳しいものがあります。しかし、本学での試みが成功すれば良
いモデルケースになり得るとの思いで日々努力しています。 
推進室では以下のことを行っています。
（1）教職員・学生の妊娠・育児・介護などのライフイベントにお
ける支援体制の整備
①ライフイベント期の研究者への研究支援員配置
②ベビーシッター・シルバーシッター経費の助成、緊急時のタ
クシー経費の助成
③自家用車通勤の学内駐車場使用許可手続きの案内等
④相談受付（A331室で随時受付）
（2）男女共同参画を進めやすい環境づくり
①学内施設の充実（おむつ替えシート・ベビーキープの設置
等）（現在の設置場所は、大学会館１階多目的トイレ、教育・
研究１号館A331室近くの多目的トイレ、教育・研究 2号館
Ｑ棟 1階多目的トイレの 3箇所です。パパと一緒でも使えま
す。）
②近隣地域との連携（地域に向けた広報、室蘭市「赤ちゃんの
駅」への登録等）
③大学関係者への情報提供（A331室における、妊娠・出産・育児・
介護と仕事の両立に参考となる図書の閲覧・貸出）
④学生向けセミナーおよび教職員向けセミナーの開催
⑤ウェブやニュースレターによる情報発信
女性研究者支援ユニット（UFR）A331室では、参考となる図書の閲覧・貸出の
ほか、相談も随時受け付けています。妊娠中など体調不良の時に休憩していた
だけるようソファなども用意しました。
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UFRで閲覧・貸出可能な本の一部を紹介します
皆様ぜひご利用ください。
アカデミック・スキルズ ～大学生のための知的技法入門～（佐藤望
ほか）慶応義塾大学出版会
2 人が「最高のチーム」になる ～ワーキングカップルの人生戦略～
　（小室淑恵ほか）英治出版
これからも働き続けるあなたへ ～働く女性の不安をやわらげる42 の
処方箋～（太田彩子）大和書房
LEAN IN ～女性、仕事、リーダーへの意欲～（シェリル・サンドバー
グ）日本経済新聞出版社
シアーズ博士夫妻のマタニティブック（ウィリアム・シアーズほか）
主婦の友社
The Baby Book（William Sears ほか）Thorsons
続 子どもへのまなざし（佐々木正美）福音館書店
子育てハッピーアドバイス ～大好き！が伝わるほめ方 * 叱り方～
　（明橋大二） 1万年堂出版
子ども虐待という第四の発達障害（杉山登志郎）学研教育出版
デートＤＶと恋愛（伊田広行）大月書店
力を抜いて生きる（有馬頼底）講談社
運命を創る（安岡正篤）プレジデント社
パイロットが空から学んだ運と縁の法則（坂井優基）インデックス・
コミュニケーションズ
平静の心 ～オスラー博士講演集～（日野原重明ほか）医学書院
アスペルガー症候群就労支援編（佐々木正美ほか）講談社
アスペルガーの男性が女性について知っておきたいこと（マクシー
ン・アストン）東京書籍
アスペルガーの女性がパートナーに知ってほしい22の心得（ルディ・
シモン）スペクトラム出版社
可愛いベイビー（五十嵐貴久）実業之日本社
開催しました：
キャリア形成のためのランチセミナー第 1回
「大学院で身につけたことは仕事と子育てにどう生かされているか？」 
6月4日（水）12：00-12：45　A317室（学生・院生対象）
講師：長堀 紀子 氏
学生向けのキャリア形成セミナーは、今年度からは講義時間と重な
らないようにランチセミナーにしました（今回のお弁当はアスコット
のハンバーグ弁当でした）。第 1回として、北海道経済産業局地域経
済部バイオ産業課課長補佐の長堀紀子博士に講演していただきまし
た。宣伝の甲斐もあり受講者は倍増し、セミナーの様子は翌日の北海
道新聞朝刊27面で紹介されました。
参加者の感想からいくつかご紹介します。
子育てに科学的な考え方が生かせるということがわかってとても勉
強になった。大学院に進んで勉強しようという気持ちが高まった。ま
たこのようなセミナーがあったらまた参加したい。 （学部 2年）
ダイバーシティ通信　創刊号（2014年8月）
国立大学法人 室蘭工業大学
男女共同参画推進室 女性研究者支援ユニット（UFR）
〒050-8585
北海道室蘭市水元町27番 1 号（教育・研究 1号館 A331室）
TEL： 0143-46-5194 / FAX： 0143-46-5195
E-mail： ge_ufr@www.muroran-it.ac.jp
URL： http://www.muroran-it.ac.jp/ge_ufr/
本誌および本学の男女共同参画等
についてのご意見・ご要望をUFR
までぜひお寄せください。
平成 25 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（一般型）
ランチセミナー第 1回　当日の様子（木幡室長のあいさつ）
どうせ結婚して、子供産んだら仕事やめることになるんだから適当
に就職しようと考えていたが、実際に子育てと仕事を両立している方
の話を聞けて、自分の考えを見直してみようと思った。 （学部 3年）
　家庭と仕事、自分のことについて、うまくやっていく方法を、とて
もわかりやすく教えてもらってよかったです。これからも「女性と理
系」について知る機会を設けてもらえると嬉しいです。 （学部 2年）
お弁当とてもおいしかったです。リラックスしてお話を聞くことが
できた点が良かったと思います。　 （学部 3年）
ランチセミナーということで参加しやすかったです。子育てのこと
について深く考えたことがなかったので、イメージがわきました。具
体的な例をあげて結論だてていて分かりやすく興味を持てた。ハン
バーグおいしかったです。　 （学部 2年）
開催予告：
キャリア形成のためのランチセミナー第 2回
「仕事に活かされている大学院時代の経験」
10月30日（木）12：00-12：45　A317室（学生・院生対象） 
講師：佐藤 京子 氏（日建設計プロジェクト開発部門）
前回のアンケートで「次は建築系の講師のお話が聞きたい」
という希望が複数よせられたことをふまえて企画を進めまし
た。日建設計プロジェクト開発部門の佐藤京子氏に講演いただ
くことになりました。参加申込み締切は10月23日です。氏名・
学科（コース）・学年・E-mail アドレスを添えてUFRまでお早
めにお申込みください。
開催予告：
教職員のためのトップセミナー 2014
「グローバル経営とダイバーシティ推進」
11月21日（金）15：00-16：00　本部棟大会議室
講師：下野 雅承 氏
（日本 IBM取締役副社長執行役員）
（一般の方も事前申込みで参加いただけます）
年１回のトップセミナー、この 2年は産官学の官学界から講
師を迎えておりましたので、今年は産業界から、ご自身も工学
系出身（京都大学大学院修士課程修了）の下野雅承氏に講師を
お願いしました。グローバル化に対応していかざるを得ない組
織運営にとって、いかにダイバーシティ推進が大切であるか、
企業現場での取り組みのお話が聴けるまたとないチャンスで
す。皆様お誘いあわせのうえぜひご来場ください。お申込みは
UFRまで（本学教職員の方は出欠を11月14日までにお知らせ
ください）。
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ご存知でしたか？
育児休業・子の看護休暇や介護休業・
介護休暇は男性も取得できます。
厚生労働省のパンフレット等もありますので、UFRまでご相談ください。
本学では子の看護休暇・介護休暇
は有給です（常勤・非常勤）。
　
子の看護休暇は子どもの予防接種や
健康診断の付き添いのためでも取得できます。
　
育児休業取得時の代替非常勤講師等については、
部局ではなく大学として予算措置されます。
室蘭の子育てフリー ペーパ 「ーこらん」
　
4月24日　キャリア形成のためのランチセミナー第 3回
　　（学生・院生対象）
4月　メンター制度セミナ （ー全教職員対象）
5月　メンタリング講習（メンター希望者・メンティ希望者対象）
6月　キャリア形成のためのランチセミナー第 4回（学生・院生対象）
8月～10月　英語セミナ （ー研究者対象）
10月　キャリア形成のためのランチセミナー第 5回（学生・院生対象）
11月　「教職員のためのトップセミナ 2ー015・女性研究者研究活動支
　　　援事業成果シンポジウム」（全教職員・一般対象）
平成27年度の予定
室長からメッセージ
　本学においては、教員や学生の女性比率が少ない工業大学として、男女共同参画推進は大きな課題となっ
ていたことから、平成22年10月に男女共同参画推進室を設置し、平成26年 3 月に女性研究者支援ユニットを
立ち上げて本格的に活動を開始しました。現在はまだ一歩ずつその目標にむけて歩んでいるところでありま
すが、平成27年度は一昨年に採択された文部科学省「女性研究者研究活動支援事業」の最終年度にあたるこ
とから、その先を見据えたビジョンを描いていくことが必要であると男女共同参画推進室長として痛感して
おります。
　具体的には、昨年秋の「教職員向けトップセミナー2014」での下野氏の講演でも紹介されていたダイバー
シティ＆インクルージョンという理念を大切にしていきたいと考えております。すなわち、多様なバックグ
ラウンド（性別・国籍・宗教・学歴・職歴その他）を持った人々が集い、少数派であることに起因する不便等を感じることな
く、すべての構成員が創造性を発揮できる大学となるように取り組んでまいります。ご要望・ご提案などありましたら、本誌
編集部（女性研究者支援ユニット）までご連絡ください。
　平成27年度に計画しているイベントとしては、学生・院生向け「キャリア形成のためのランチセミナー」（年 3回、 4月、
6月と10月予定）、一般向け「教職員のためのトップセミナー2015」（11月予定）等があります。特に今年のトップセミナーに
つきましては、女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウムと併催して一般公開で開催いたします。詳細が決まり次第、ウェ
ブページや次号の「ダイバーシティ通信」でご案内しますので、皆様お誘いあわせのうえ、ぜひご来場ください。
 　　　　　　国立大学法人 室蘭工業大学 男女共同参画推進室長　木幡 行宏
学生のための情報が裏面にあります
第 2号　2015年 3月
　　　　　　　　　　　　　　  ひと文科系領域・准教授　永井 真也
　新たに室員に加えていただきました永井です。
機会をいただいたこともあり、男女のあり方につ
いて少し考えているところです。
　「男同士」という言葉を耳にしなくなって久し
いので、死語になったのかもしれません。男ばか
りの社会で女性が発言することは、女性ばかりの
社会で男性が発言することと同じです。なかなか
空気の違うところで能力を発揮することは難しく、
ルールの問題ではなく、数の問題だと思います。
　私が女性との違いを認識しはじめたのは結婚してからです。
常に異なる意見を持つ女性の存在が近くにいると、なるほどと思うこ
とが多くて楽しいものです。いまは、娘と息子を見比べながら、二人
の違いを発見して楽しんでいます。
　男女共同参画社会がもたらしてくれるものは、違いから得られる新
しさに触れることの楽しさではないでしょうか。本学の豊かな創造的
空間のために頑張る所存です。
　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　  
室員からのコメント：  
　  くらし環境系領域（地域共同研究開発センター）・准教授　古屋 温美
　
　私の現在の専門分野は水産公共政策ですが、も
ともと土木工学を学び、特に水産土木分野の研究、
調査に従事してきました。土木分野も女子学生や
女性技術者が少ないことから、学生の就職活動時
においては技術者・研究者として働く女性の情報
が少なく、就職後においても女性のロールモデル
がいないことから、仕事をする中で苦労した女性
は私を含めて多いと思います。
　そこで平成26年度から、室蘭工業大学建築社会
基盤系学科土木工学コースおよび環境創生工学系専攻土木工学コース
と公共システム工学コースの女子学生を対象に土木女子会を立ち上げ、
お昼休みを利用して女子学生どうしの交流を行っています。26年度は
3回実施しました。第 1回は顔合わせ、第 2回は大学院生が学部生に
土木工学コースライフを紹介することで身近なロールモデルとなるこ
とを目指しました。第 3回はこれからインターンシップ先を選んだり、
就職先を考える参考になるようにとインターンシップの経験を報告し
てもらいました。今後の展望としては、卒業して就職した女子学生と
現役女子学生とのつながりを持続して、気軽に交流ができるような会
にしていきたいと思っています。
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国立大学法人 室蘭工業大学
男女共同参画推進室 女性研究者支援ユニット（UFR）
E-mail： ge_ufr@www.muroran-it.ac.jp
URL： http://www.muroran-it.ac.jp/ge_ufr/
本誌および本学の男女共同参画等
についてのご意見・ご要望をUFR
までぜひお寄せください。
平成 25 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（一般型）
ダイバーシティ通信　第 2号（2015年 3 月）
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UFRで閲覧・貸出可能な本の一部を紹介します
皆様ぜひご利用ください。学内便での貸し出しも対応します。
  　
The Bedford Handbook Ninth Edition（Diana Hacker ほか）
　Bedford/St. Martin's
アカデミック・スキルズ ～大学生のための知的技法入門～第 2版
　（佐藤望ほか）慶応義塾大学出版会
大学生のためのリサーチリテラシー入門 ～研究のための 8つの力～
　（山田剛史 /林創）ミネルヴァ書房
継続は力なり ～女性土木技術者のためのキャリアガイド～
　（公益社団法人 土木学会　ダイバーシティ推進小委員会）公益社
　団法人 土木学会
ペコロスの母に会いにいく（岡野雄一）西日本新聞社
新しいパパの働き方（NPO法人 ファザーリング・ジャパン）学研教
　育出版
LGBTQってなに？ ～セクシュアルマイノリティのためのハンドブック～
　（ケリー・ヒューゲル）明石書店
NHK「ハートをつなごう」LGBT BOOK（NHKハートをつなごう制
　作班）太田出版
家事ハラスメント ～生きづらさの根にあるもの～（竹信三恵子）岩波
　書店
少子化時代の「良妻賢母」 ～変容する現代日本の女性と家族～（S・
　D・ハロウェイ）新曜社
家族の悪知恵 ～身もフタもないけど役に立つ 49 のヒント～
　（西原理恵子）文藝春秋
夫婦のルール（三浦朱門 /曽野綾子）講談社
小さなサプライズから始めよう ～人を喜ばせる 39 のルール～
　（リーコッカレル）新潮社
Forbes Japan № 06 ～男組織における「女性力」の研究～
　（Atomixmedia / President）
The Japan Times for WOMEN Vol.5（The Japan Times, Ltd.）
AERA № 33 ～介護で仕事を辞めない～（朝日新聞出版）
GQ № 136 ～変わりゆくアメリカの女性リーダー像・世界に通用する
　プレゼン力～（コンデナスト・ジャパン）
an・an　№ 1932「21世紀をハッピーに生き抜くために知っておきたい
　"新フェミニズム論"」
財界さっぽろ 2014年11月号 ～ケース別お悩み相談先電話帳・目から
　ウロコの介護予防～（財界さっぽろ）
開催しました：
キャリア形成のためのランチセミナー第 2回
「仕事に活かされている大学院時代の経験」
10月30日（木）12:00‒12:45　A250室（学生・院生対象）
講師：佐藤 京子 氏（日建設計プロジェクト開発部ファシリティソリューション部）
開催予告：
キャリア形成のためのランチセミナー第 3回
「プロフェッショナルとして自分らしく生きる」
4月24日(金）12:00‒12:45　A317室
　　　　　　　　　　　　　（学生・院生対象）
講師：福井 素子 氏
（日本アイビーエム・ソリューション・サービス代表取締役社長）　
　第3回目は、札幌に本拠をおくIT企業から講師をお迎えしました。
学生の皆さん、将来を考える機会として、奮ってご参加ください。
氏名・学科(コース)・学年・E-mailアドレスを添えてUFRまでお早
めにお申込みください（お弁当つきですので、ベジタリアンなど食
事に制限のある方はお申込み時にご相談ください）。
申込み締切りは 4月17日(金)です。
予告：
　「室蘭工業大学ロールモデル集：大学院を修了した先輩11名か
らあなたへ贈るメッセージ」 4月発行予定です。
　大学院への進学を考えている（または、迷っている）学生の皆
さんにぜひお読みいただきたい内容で、女子学生だけではなく男
子学生にもおすすめします。ご希望の方はUFRまでご連絡くださ
い（A331室のほか、N棟ピロティ等でも配布予定です）。
「学長と女性研究者の懇談会」
11月19日（水）12:00‒13:00　本部棟中会議室
教職員のためのトップセミナー  2014
「グローバル経営とダイバーシティ推進」
11月21日（金）15:00‒16:00　本部棟大会議室（全教職員対象・非常勤含む）
講師：下野 雅承 氏（日本IBM取締役副社長執行役員）
　前回を上回る参加者（学生は男子10名を含む34名）が集まりました。
　参加者の感想をご紹介します。
　これからの私の将来を見つめ直すことができました。進路の選択肢
も増え、見方が変わりました。
　同じ女性として、仕事と家庭の両立をされている方のお話を聞けた
のはとてもためになりました。また、院での活動・研究が活かされて
いるという話を聞いて、自分の進路についても少し考えさせられました。
　平成27年度は 4月24日（左側開催予告をご覧ください）､6月､10月の
3回開催予定です。
　講義がある女性研究者も一堂に会せるようランチタイムに設定し、
女性研究者が日頃気付いた問題点・改善案・学生から寄せられた要望
などについて学長を交えて意見交換しました。平成27年度も開催予定
です。
　本年度は昨年を大幅に上回る54名の参加がありました。工学修士で
グローバルな会社で活躍する方からの、現場でのダイバーシティ推進
やインクルージョンの取り組みのお話で、活発な質疑応答で盛り上が
りました。
　平成27年度はプロジェクト最終年度という節目を迎え、公開シンポ
ジウムとして開催します。皆様ぜひご参加ください（11月予定）。
（マガジンハウス）
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　当日は、男女共同参画推進室長木幡教授の司会により空閑学長の開会挨拶、来
賓挨拶で始まりました。まず女性研究者支援ユニットコーディネーター貞許特任
教授からのプロジェクト成果報告、本プロジェクトで研究支援員の配置をうけた
清末准教授からの報告、次に日本レーザー社長の近藤氏から「多様性を受け止め
られるキャパシティ」というタイトルで講演がありました。日本レーザーは2013
年 3 月に経済産業省「ダイバーシティ経営企業100選」全国43社に入選その他
数々の受賞があり、多様性を生かしていく近藤社長の手法が注目されています。
講演後は、科学技術振興機構(JST)の山村プログラムオフィサーの挨拶に引き続
き、伊藤理事の閉会挨拶で締めくくられました。
JST山村プログラムオフィサー挨拶
「ただいま、近藤社長の日本レーザーのすばらしいお話を
伺ったのですけれども、室蘭工業大学も非常にすばらしい成
果を上げていただきました。私どもは、当初、課題採択にな
りましたときに、女性研究者の在籍率が1.2％ということで、
正直、どうしようかなと思ったのですけれども、１年目に
伺ったときに既に最下位は脱したというお話を伺いまして、
その後も順調に女性教員の採用を進めていただきました。
　一方、環境整備、意識改革、次世代育成と非常にバランスよく進めていただきま
して、私どもは 3 年間で非常によい成果を上げていただいたと思っています。これ
もひとえに学長の強いリーダーシップ、そして、部局の先生方のご尽力のたまもの
だと考えています。また、コーディネーターの先生に非常に活躍していただきまし
て、よく取りまとめていただいたと思っております。
　この事業は 3 年間の事業ですけれども、事業の終了後は機関で自主的に取り組み
を継続、さらに発展させていただくことになっておりますので、補助金が切れまし
たときが縁の切れ目ということではございませんで、このすばらしい取り組みを今
後も継続、発展させていただきたいと思います｡」
閉会挨拶（伊藤理事）
　「・・・今日聞いて、日本レーザーの会社のすばらしさは
よくわかりました。その中を支えているのはダイバーシティ
であることもわかりました。私たちができることも中にはあ
るのではないかというヒントをいただいたような気がします。
教職員の皆様と、これからダイバーシティの大学として成功
するように努めたいと思います。今日のような会がこれから
もっといろいろな形で展開できるようにできればと思います。
　基調講演をしていただきました近藤社長、非常に勉強にな
りました。ありがとうございました。それから、本日参加していただきました皆様、
ありがとうございました。皆様と一緒に学長のリーダーシップのもとで男女共同参
画に恥じないような大学にしてもらいましょうということで私の挨拶とさせていた
だきます。」
第4号　2016年3月
学長からメッセージ
　これからの日本の社会、産業の発展には多
様な人材の活躍が欠かせません。本学の第一
のミッションである自走力のある高度な科学
技術者を育てることに関しても、女性教職員、
女子学生の皆さんや外国人教職員、留学生を
含めた多様性のある人材が切磋琢磨して活動
していくことがより重要となると考えていま
す。
　本学の女性教員の割合は平成24年度では全国86の国立大学で最
下位の2.7%( 5 名)でしたが、26年度には5.3%(10名)まで増加し最
下位を脱出しました。平成27年 5 月では7.7%(15名)まで増加して
います。これは女性限定公募による増加だけではなく、｢優秀な人
を選んだら結果的に女性だった」という例も複数含まれています。
また、女子学生の活躍に目を向けると，学業成績はGPAでみると
女子学生のほうが全体の平均よりもやや高く、サークル活動，イ
ンターンシップ・海外研修等への参加も積極的です。次の段階と
しては、学生の出口、すなわち皆さんの就職分野を広げていくこ
とが肝要と考えております。学部や大学院を修了して活躍してい
けるような雇用の場を地域とともに作り上げていく取組みが始
まっています。
　平成25年度に選定された文部科学省「科学技術人材育成費補助
事業女性研究者研究活動支援事業(一般型)」のプロジェクトは27
年度まででしたが、28年度からはさらに本学全体での取組みとし
て、性別や国籍に関わらず教職員・学生が活動しやすい環境を整
えてまいります。
　　　　　　国立大学法人 室蘭工業大学 学長　空閑 良壽
ものづくりと男女共同参画
　若い頃から工学やものづくりに触れることは後の進学や
就職に対して大きな影響を持つことから、これまで私はも
のづくりに触れる機会をさまざまな形で提供してきました。
「ものづくり教室」は、小中学生にものづくりを体験させ
ることによって、ものづくりの興味を沸かせ、理科本来の
楽しさや、人と協力し合い製作するコミュニケーション能
力、さらに一つのものを完成させることによる達成感を味
わわせることを目的としています。また、「理系女子応援
プロジェクト」では、女子高校生を対象にものづくり体験のほか製造業の現
場見学、本学女子学生との懇談の機会を与えることで、女性は理系に向いて
いないといった誤ったイメージを払拭することに努めてきました。
　平成27年に本学は文部科学省「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業
(COC＋)」に採択されました。『｢ものづくり・人材」が拓く｢まち・ひと・し
ごとづくり｣』と称して、道内のものづくり系大学・高専を中心に産学官金の
連携により、教育カリキュラムの改革や雇用創出に取り組み、若者定着・地
元就職率の向上を図るという 5年間のプロジェクトです。｢ものづくりのまち
｣に拠点をおく室蘭工業大学は、未来をひらく科学技術者を育てるとともに、
人間・社会・自然との調和を考えた創造的な科学技術研究を展開し、地域社
会、さらには国際社会における知の拠点として、豊かな社会の発展のために
より一層の地域貢献を目指しています。
もの創造系領域 教授　清水 一道
（ものづくり基盤センター長、地域共同研究開発センター長）
報告「ライフイベント期の研究支援制度を利用して」（清末准教授）
講演(日本レーザー 社長 近藤宣之氏) 　　　　　来賓挨拶
（文科省 人材政策課長 柿田氏）
　講演：「多様性を受け止められるキャパシティ」　
　講師：株式会社日本レーザー 代表取締役社長　近藤 宣之 氏
　2015年11月13日（金）  14:30‒16:00　大学会館 多目的ホール　
開催しました：
教職員のためのトップセミナー2015・
女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム（国立大学フェスタ2015）
　今年のトップセミナーは、 3 年間の「平成25年度 文部科学省 科学技術人材育
成費補助事業 女性研究者研究活動支援事業(一般型)」プロジェクト最終年度に
あたることから、女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウムと併催で開催し
ました。約50名の参加がありました。
　このシンポジウムの様子は14日(土)の室蘭民報朝刊で紹介されました。 
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　私は平成26年 4 月に新潟から本学に赴任しました。
直後に夫の病気が見つかり、約 2 ヵ月間手術入院しま
した。その間、私はほぼ毎週末新潟に通っていました。
新しい職場環境で戸惑いながらも、研究代表者をして
いた科研費基盤研究(B)の最終年度で論文執筆、国際
シンポジウムの計画と実行、海外国際会議の研究発表
準備など、てんてこ舞いの毎日でした。
　平成27年 4 月からは私はひと文化系領域長となり、会
議等で忙殺されることになりました。夫は室蘭に住むことになり、要支援１
の認定を受けました。それに伴い、平成27年 8 月から本学の女性研究者支援ユ
ニットからライフイベント期支援員の配置を受けました。事務補佐員の方に
週 2 回（平成28年 1 月から週 3 回） 4 時間ずつ研究室に来ていただき、資料の
整理やスキャニングをしていただくなど大変助かっています。そんな中、11月
に金沢に住む高齢の母が緊急入院、金沢へ飛行機や新幹線で通う日々が続い
ております。事務補佐員の方がいないと全く仕事が回らない状況です。
　遠方に住む親の介護、配偶者の介護、子育ては女性だけでなく男性も関わ
る問題です。女性研究者支援はとても嬉しいのですが、男女を問わない支援
があると逆に女性の社会進出は高まるのではないか、とも思います。特に介
護に関わるライフイベント期はキャリア人生のピークと重なります。スカイ
プ会議などの活用も検討する時期なのかもしれません。
　我が家には、共働きの妻と中学生１人と小学生 2 人
の子供がいます。家庭を持ってから今まで、学生時代と
変わらない研究室中心の生活が続いていたため、子供ら
に対して父親らしいことがあまりできずにいました。お
かげさまで、本支援により、私自身の作業時間を減らす
ことができ、少しずつですが家族と過ごす時間が増えて
きたと実感しています。ありがとうございました。
　本支援では派遣社員の方を配置して頂き、研究室内で
行っている様々な作業のマニュアル化を中心に作業して頂きました。これまで
は、機器の操作や実験の手順を文章化したマニュアルがありませんでしたが、
学生さんを臨時補助員に雇用する際にスムーズに作業内容を伝えるにはマニュ
アルが非常に有効で、時間短縮になります。次年度以降も継続して作業時間を
短縮するために、本支援の成果物を長期的に利用させて頂きます。
　今後共、ご支援いただけますようお願い申し上げます。
開催しました：
キャリア形成のためのランチセミナー第 5 回
「工業大学出身ならではの経験と仕事とは？」
10月20日(火）12:00‒12:45　Ａ317室（学生・院生対象）
講師：桑原 順子 氏（福岡工業大学 工学部 生命環境科 准教授）
福岡工業大学の桑原先生を講師に迎え、46
名が参加して開催されました。今回も北海
道大学女性研究者支援室のご協力で北大で
も生中継されました。セミナーの様子は
2015年10月20日の室蘭民報で紹介されまし
た。
参加者の感想から一部をご紹介します。
　まだ１年生だけど、これから先を考える上で貴重な話をきけたと思いました。
特に、研究職に就きながら育児をしたりと女性として大切にしていきたいことも両
立なさっていて素晴らしいなと感じました。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学部１年・女）
他大学の取組み紹介豊橋技術科学大学
  男女共同参画推進室企画「川柳」から
本学では文科省のプロジェクト対象となる研究支援員配置以外にも
大学としてライフイベント期研究者への支援員配置を行ってきました
　　　　　　　　　　　　　　   ひと文化系領域長 教授　松本 ますみ
　　　　　　    くらし環境系領域 助教　馬渡  康輝
ライフイベント期の支援員配置を利用して
　メンタリングとは、若い人のものだと思っていた。
しかし、本学のメンタリング制度は、女性研究者の場
合、職種や年齢を問わず誰でも利用できるという。私
はまったく若くはないが、研究室の主宰経験がないと
ころに、ゼミ生を預かることとなった身にとっては、
大変ありがたい制度である。
　メンターは千葉大学の名誉教授にお願いした。この
先生には、20年以上も一緒に研究を行っている関係上、
どんなにつまらない質問でも遠慮なくできる。コース長や学科長では｢上司｣
といった感が否めず、さすがにこうはいかない。
　しかしながら、上手くいっていない点もある。メンターに会えば、互いの
近況報告から、いつしかメンタリングに入り、その後、脱線と復帰を繰り返
す。メンタリング時間は原則１回１時間。しかし、実際は 3 時間。正味も 1
時間では収まらない。また、メンターの定年により研究室がなくなった。メ
ンタリング場所は、街中のカフェでもOKなのか。
　緒に就いたばかりの制度故であるが、課題は残る。
　私は、昨年 3 月に学位を取得し、 4 月に室蘭工業大
学に赴任しました。学生から教員へと立場が変わり、
この一年は毎日直面する新しいことに対応するのに手
一杯になっていました。そのような中で、女性研究者
支援ユニットのメンター制度試行を知り、制度を利用
させていただきました。
　相談相手を自身で依頼できることは、メンター制度
の利点の一つです。私は、学部・修士時代の恩師に相談相手を依頼しました。
10月に行ったメンタリングでは、私自身の研究や大学での生活などを話し、恩
師の経験談や研究室、授業等で実践していることなどを伺う中で現状と将来
に向けてのキャリアプランについて助言をいただきました。付き合いが長く、
私の性格を分かったうえで厳しいことを言って下さるので大変感謝していま
す。頂いた助言によって、数年先，数十年先を見て、研究・教育活動に取り
組もうと気持ちを立て直すことができました。日々生活をしてみると今だけ
を見てしまいがちですが、メンター制度の利用が、自分の将来像とそれを実
現するために現状＋αの今やるべきことを確認するよい機会となりました。
　　　　　　　　　　　　　　 くらし環境系領域 准教授　内海 佐和子
もの創造系領域 助教　瀧田 敦子
メンタリング制度試行を利用して
　今年度、英語の論文( 1 本)と英語での発表( 2 回分)
を準備するため、本学の女性研究者支援ユニットの
「英語セミナー」制度を利用させて頂きました。まず
は貞許先生を介して、英語論文の原稿と発表のスライ
ドを講師の先生に送りました。およそ 3 ～ 4 日で
チェックされた原稿が返って来ま した。英文添削だけ
ですと細かいニュアンスなどがうまく伝わらないこと
があるのですが、数日後に講師の先生が研究室に来て
くださって、チェックした箇所をなぜ直したのか等を含め、マンツーマンで
教えてくださいました。その際、たくさん質問する事が出来、大変勉強にな
りました。英語の論文と同様、発表のスライドもチェックしていただき、実
際先生の前で発表する練習もできました。
　今まで英語は、自分で辞書や参考書を頼りに書いたりネイティブの方に
チェックしてもらったりしていましたが、今回は女性研究者支援ユニットの
お陰で、より完成度の高い英語論文を作成し発表することができ、私自身の
英語能力も向上しました。心より感謝しております。
                                                          　ひと文化系領域 准教授　曲 明
英語セミナーを利用して
開催予告：
キャリア形成のためのランチタイムセミナー第 6 回
「現職教員を退職して
　－大学院修士課程、博士課程で学ぶことの意義－」
6 月 1 日(水）12:00‒12:45　A317室
　　　　　　　　　　　　　（学生・院生対象）
講師：須賀 朋子 氏
（学校法人 酪農学園大学 教育発達心理学研究室 准教授）　
　今回の講師は、中学英語教諭を経て、その経験も生かして大学院修士・博士
課程で研究を深め大学教員となった須賀先生です。専門であるデートDV(ドメ
スティック・バイオレンス)予防啓発に関するお話も交えて、大学院で学ぶ意
義についてお話しいただく予定です。
　氏名・学科(コース)・学年・E-mailアドレスを添えてUFRまでお早めにお申
込みください。申込み締切りは 5 月31日(火)です。
※今回はお弁当は出ませんが、お持込で飲食できます。男性の方もぜひご参加
　ください。
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3―2 ◦ロールモデル集
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平成2４年10月11日発行　室蘭工業大学広報室　編集
〒050-8585　室蘭市水元町27-1
TEL.01４3-４6-502４
E-mail:koho@mmm.muroran-it.ac.jp
［ホームページURL］http://www.muroran-it.ac.jp
航空宇宙システム工学専攻における
　実践的研究・教育の現状
国際交流センターの活動
室蘭工業大学男女共同参画推進への取り組み
室蘭工業大学男女共同参画推進への取り組み
高速軌道走行実験
ヨーロッパ語学研修
男女共同参画推進室　室長
教　授　　木　幡　行　宏
現在，我が国の経済，教育，政治及び保健分野での男
女間格差は，世界経済フォーラムの発表（2011年11月）
によると，135ヶ国中，９８位であり，国際的には，女性
の社会進出が遅れている国と見なされています。また，
研究者に占める女性割合は，内閣府による平成23年度版
男女共同参画白書によれば，13.6%となっています。こ
れは，１位のラトビア（52.4％），1８位の米国（34.3％），
さらには，韓国の14.９％に比べても，大変，少ない状況
になっています。このような背景から，我が国では，第
4 期科学技術基本計画（平成23－27年度）の中で，女性
研究者活躍促進の数値目標を，工学系で15％と明示して
います。
本学では，この数値目標に少しでも近づけるべく，平
成21年度に教職員からなる室蘭工業大学男女共同参画推
進プロジェクトチームを設置し，男女共同参画に向けた
活動方針の検討や，本学における現状の問題点の把握，
教職員や学生を対象にしたアンケートを実施しました。
プロジェクトチームの検討結果に基づいて，平成22年10
月に，男女共同参画推進室を設置しました。
男女共同参画推進室は，教職員からなるメンバー構成
として，本学における男女共同参画推進の基本方針を策
定するとともに，年間事業計画に基づいて，男女共同参
画に関する活動を積極的に推進しています。具体的なこ
れまでの取組として，男女共同参画の重要性を教職員に
啓発する目的で，先進的な取組を実施している他大学の
女性教員を講師として招いて，教職員対象の男女共同参
画セミナーを開催したり，本学の女子学生を対象として，
女性研究者や女性大学教員によるロールモデルを紹介す
るセミナー（写真１）を開催してきました。
本学は工業大学であることから，女子学生が少ない状
況にあったためか，女子トイレ数が少なく，また，女子
寮もない状況にありました。しかし，10年前に比べると，
女子学生が増加してきたこともあり，これらの施設の充
実が求められるようになってきました。これらの要望に
応えるため，平成22年度の改築時には，女子トイレの設
置数を大幅に増やすとともに，平成23年10月には，待望
の女子学生寮（明凛館）（写真 2）を新設しました。
今後は，さらなる男女共同参画の推進に向け，女性教
員の悩み相談や情報交換の場として，道内国立大学女性
教員ネットワークの構築を計画しています。また，女性
教職員の積極的な採用・昇進を行うための具体的な方策
の検討や女性研究者の裾野拡大をめざして，理工学分野
に興味を持つ女子学生への働きかけを強化するとともに，
女子学生の大学院進学率向上や研究者を志す女子学生に
対する支援のための具体的な方策を検討していく予定で
す。さらに，これまで，本学では，女子高校，女子中学
校への出前講義の実施を行ってますが，今後も，このよ
うな出前講義を継続して実施し，理工学分野に興味を持
つ女子学生を育成していきたいと考えています。
四季報　室蘭工業大学
Autumn 2012 No.46
写真１　女子学生を対象とした男女共同参画セミナー
写真 2　女子学生寮（明凛館）
室蘭工業大学四季報 Autumn2012 No.46 より
チラシ裏面（2014 年 4 月発行）
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　室蘭工業大学は平成 22 年 10 月に男女共同参画推進室を設置しました。25 年 9 月には、「平成 25
年度 文部科学省 科学技術人材育成費補助事業 女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に選定されま
した。本事業は、「女性研究者がその能力を最大限発揮できるよう、出産・子育て等のライフイベント
と研究を両立するための環境整備を（大学が主体となって）行う取組」を文部科学省が支援するとい
うものです。この選定をうけて本学では、新たに、男女共同参画推進室に女性研究者支援ユニットを設置しました。
準備期間を経て、26 年 3 月から本格的に活動を開始し、本年度で足かけ３年度目となります。女性教員の数も順
調に伸びています。室蘭工業大学の新たな取り組みにどうぞご期待ください。　　　　　学長　空閑　良壽
平成25年度文部科学省科学技術人材育成費補助金 女性研究者研究活動支援事業（一般型）
国立大学法人　室蘭工業大学
男女共同参画推進室
女性研究者支援ユニット（UFR）
〒050‒8585　北海道室蘭市水元町27番 1 号
TEL：0143‒46‒5194　FAX：0143‒46‒5195
E-mail：ge_ufr@www.muroran-it.ac.jp
URL：http://www.muroran-it.ac.jp/ge_ufr/
●キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回
　（4月24日）
●学長と女性研究者の意見交換会
　（6月18日）
●キャリア形成のためのランチセミナー第 4 回
　（6月29日）
●キャリア形成のためのランチセミナー第 5 回
　（10月20日）
●教職員のためのトップセミナー 2015・
　女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム
　（11月13日）
平成 27 年度のイベント
　少子高齢化・グローバル化など変化していく社会にあって、本学をさらに発展させ一層の
社会貢献をしていくためには、学内の男女共同参画の推進は避けて通れない課題です。これ
に対応するため、様々な活動を通して本学の男女共同参画を推進しています。
　⑴　教職員・学生の妊娠・育児・介護などのライフイベントにおける支援体制の整備
　　①　ライフイベント期の研究者への研究支援員配置
　　②　ベビーシッター・シルバーシッター経費の助成、緊急時のタクシー経費の助成
　　③　ライフイベント期の教職員に対する支援
　　　　（自家用車通勤の学内駐車場使用許可手続きの案内等）
　　④　相談受付（Ａ331室で随時受付）
　⑵　男女共同参画を進めやすい環境づくり
　　①　学内施設の充実（おむつ替えシート・ベビーキープの設置等）
　　②　近隣地域との連携（地域に向けた広報、室蘭市「赤ちゃんの駅」への登録等）
　　③　大学関係者への情報提供（Ａ331室における、妊娠・出産・育児・介護と仕事の両立
　　　　に参考となる図書の閲覧・貸出）
　　④　学生向けセミナーおよび教職員向けのセミナー開催
　　⑤　ウェブやニュースレターによる情報発信
■室　　長　　木幡　行宏〔くらし環境系領域・教授〕
■室　　員　　伊藤　綾香〔入学試験グループ入学試験ユニットスタッフ〕
　　　　　　　 太田　　香〔しくみ情報系領域・助教〕
　（五十音順）　  岸本　嘉彦  〔くらし環境系領域・助教〕
　　　　　　　 貞許　礼子  〔くらし環境系領域・特任教授〕
　　　　　　　　　　　　 （女性研究者支援ユニット コーディネーター）
　　　　　　　 関　　千草〔くらし環境系領域・助教〕
　　　　　　　 津川　貴裕〔学生室ユニットリーダー〕
　　　　　　 　永井　真也〔ひと文科系領域・准教授〕
　　　　　　    成田　幸仁〔もの創造系領域・准教授〕
　　　　　　　 古屋　温美〔くらし環境系領域・准教授〕
　　　　　　　 乙川　裕美〔女性研究者支援ユニット特定専門職員〕
　　　　　 　   田嶋　学　  〔総務グループ職員ユニットスタッフ〕
男女共同参画推進室
最近の取り組みが新聞に紹介されました
■担当理事　伊藤　秀範
メンバー
学 長 か ら メ ッ セ ー ジ
2014年10月31日（金）　室蘭民報（朝刊）
2015年4月10日（金）　室蘭民報（朝刊）
2014年11月20日（木）　室蘭民報（夕刊） 2014年11月22 日（土）　室蘭民報（夕刊）
2014年6月22 日（日）　室蘭民報（朝刊）
ポスター（2015 年 6 月発行）
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3―4 ◦学内誌への掲載
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室工大サイエンス
スクールHP公開講座HP
男女共同参画
推進HP
附属図書館のご案内
〒050-8585　室蘭市水元町27-1　　TEL.0143-46-5024
E-mail:koho@mmm.muroran-it.ac.jp　　【ホームページURL】http://www.muroran-it.ac.jp
平成26年10月21日発行　第50号
室蘭工業大学広報室　編集
公開講座・室工大サイエンススクールについて
室蘭工大では大学の施設を開放して、広く地域
の方々を対象に、生涯学習の一環としてさまざま
なテーマによる参加・体験型の公開講座や、地域
の小・中学生を対象に、日常の授業を離れて「科
学技術」や「ものづくり」に興味や関心をもって
もらうための体験型プログラムとして室工大サイエ
ンススクールを実施しています。
実施内容や開催時期については、大学ホームペー
ジに掲載していますので、是非、一度ご覧ください。
公開講座HP
http://www.muroran-it.ac.jp/guidance/r_so/extension_lecture.html
室蘭工業大学 男女共同参画推進HP
http://www.muroran-it.ac.jp/ge_ufr/index.html
室蘭工業大学教育・研究振興会HP
http://www.muroran-it.ac.jp/syomu2/kkshinkou/index.htm
室工大サイエンススクールHP
http://www.muroran-it.ac.jp/guidance/r_so/ss_mit.html
http://www.lib.muroran-it.ac.jp/
http://www.facebook.com/MuroranIT.lib
http://twitter.com/MuroranIT_lib/
「赤ちゃんの駅」に登録されました
　室蘭工大はこのたび、室蘭市の「赤ちゃんの駅」
に登録されました。本学は平成26年度春より、男
女共同参画推進の取り組みの一つして、構内の多
目的トイレのうち 3 か所にベビーキープ及びベビー
シートを設置しました。このうち、大学会館設置
部分が室蘭市の「赤ちゃんの駅」として認定され
ました。
　「赤ちゃんの駅」は、子育て家庭の保護者等が
外出しやすい環境を整え、地域全体で安心して子
どもを産み育てやすい環境づくりを推進することを
目的として室蘭市で整備しているもので、乳幼児
を連れて外出した際、おむつ交換や授乳に困った
とき、おむつ交換や授乳場所やミルク用のお湯な
どを提供できる施設です。
　「赤ちゃんの駅」は大学会館１階の多目的トイレ
に設置されていますので是非ご利用ください。
設置場所：室蘭市水元町 37 番 8 号（大学会館）
お問い合わせ先：0143-46-5194
　　　　　　　　（女性研究者支援ユニット）
利用可能時間：月曜日～金曜日、9 時～17 時
（おむつ交換スペ スー：月曜日～土曜日、9時～19時）
　当館は、室蘭工大の学生・教職員のための図書館ですが、学外の
一般の方も利用できます。
　当日の利用のみを希望される場合は、身分証（免許証、学生証等
（国、地方公共団体、学校法人が発行したもの））をご提示ください。
また、図書館利用証を作成しますと、当館資料の貸出もできます。
利用証作成の手続きについては、当館ホームページをご覧ください。
　なお、試験期間につきましては本学学生の利用を優先するため、
座席のみのご利用はご遠慮いただいております。
　当館の最新情報は、開館日・開館時間、利用方法、図書の検索
等はウェブサイトから、新着図書の紹介や各種企画展示・イベント
等は FacebookとTwitter から発信しています。
附属図書館
Twitter
附属図書館
Facebook附属図書館HP
附属図書館Twitter
附属図書館Facebook
附属図書館HP
室蘭工業大学
教育・研究振興会のご案内
　室蘭工大には、「教育・研究振興会」という組織があり、毎年、様々な学
生支援活動を行っています。教育・研究振興会の活動は、教職員、学生の保
護者、企業、卒業生、一般の方々からの募金により運営されており、毎年多く
の方のご支援により支えられています。
　現在、教育・研究振興会では、「成績優秀者への奨学金」「困窮学生のた
めの臨時的生活支援」「社会人博士後期課程学生への奨学金」「国際交流活
動支援」「博士課程学生への支援」を行っており、より多くの学生を支援する
ため、今後も事業を継続して行ってまいりますので、ご支援の程よろしくお願
いします。
　教育・研究振興会への募金や支援事業の報告（振興会だより）は、以下のホー
ムページからご覧いただけます。　
室蘭工業大学教育・
研究振興会HP
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室工大サイエンススクール
「ひらめき☆ときめきサイエンス」
Letters From Muroran IT No.50（2014 年 10 月発行）
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■概　　要
　男女共同参画推進室は平成22年10月に本学の男女共同参画事業の推進を図るため，学長の下に設置されました。
平成25年8月には文部科学省科学技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（一般型）に採択されたこと
を受けて，新たに女性研究者支援ユニット（UFR）を設置しました。現在，教育・研究１号館A331室で活動中です。
少子高齢化・グローバル化など変化していく社会にあって，本学をさらに発展させ一層の社会貢献をしていくためには，
学内の男女共同参画の推進は避けて通れない課題です。これに対応するため，様々な活動を通して本学の男女共同参
画を推進しています。
■業務内容
（1）教職員・学生の妊娠・育児・介護などのライフイベントにおける支援体制の整備
　①　ライフイベント期の研究者への研究支援員配置
　②　ベビーシッター・シルバーシッター経費の助成，緊急時のタクシー経費の助成
　③　ライフイベント期の教職員に対する支援（自家用車通勤の学内駐車場使用許可手続きの案内等）
　④　相談受付（A331室で随時受付）
（2）男女共同参画を進めやすい環境づくり
　①　学内施設の充実（おむつ替えシート・ベビーキープの設置等）
　②　近隣地域との連携（地域に向けた広報，室蘭市「赤ちゃんの駅」への登録等）
　③　 大学関係者への情報提供（A331室における，妊娠・出産・育児・介護と仕事の両立に参考となる図書の閲覧・
貸出）
　④　学生向けセミナー及び教職員向けセミナーの開催
　⑤　ウェブやニュースレターによる情報発信
男女共同参画推進室
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平成 26 年度　室蘭工業大学概要（2014 年発行）
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■Outline
The Office for Promotion of Gender Equality was established in 2010 and the Unit for Female 
Researchers (UFR) was set up in March 2013. Due to the drastic changes experienced by Japanese 
society, such as decreasing birthrate, aging population, and globalization, the Muroran Institute of 
Technology considers it necessary to promote gender equality in order to accomplish the Institute's 
mission. 
■Operations
(1) Support for staff and students in life events
　①　Staffing of research assistants 
　②　Subsidies to meet the cost of baby-sitting, elderly care, and taxi fares
　③　Permission for the use of parking lots
　④　Consultations by UFR staff in A331 room
(2) Improvements for a gender-equal environment 
　①　Establishment of baby changing stations on campus
　②　Creation of partnerships within the community 
　③　Provision of information (recommended books available in A331 room)
　④　Organization of seminars
　⑤　Dissemination of information (Newsletter, Website, etc.)
Office for Promotion of Gender Equality
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Muroran Institute of Technology Guide Book 2015（2015 年発行）
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室蘭工業大学同窓会誌　モ・ルラン　58 号（2015 年 4 月発行）
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3―5 ◦新聞記事
2014 年 6 月 3 日（火）
室蘭民報（夕刊）3面
165
資　　料
2014 年 6 月 5 日（木）
北海道新聞（朝刊）27 面（室蘭）
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2014 年 6 月 22 日（日）
室蘭民報（朝刊）1面
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2014 年 10 月 31 日（金）
室蘭民報（朝刊）15 面
2014 年 10 月 31 日（金）
室蘭民報（朝刊）1面
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2014 年 11 月 20 日（木）
室蘭民報（夕刊）1面
2014 年 11 月 22 日（土）
室蘭民報（夕刊）3面
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2015 年 3 月 16 日（月）
室蘭民報（朝刊）15 面
2014 年 12 月 6 日（土）
室蘭民報（朝刊）9面
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2015 年 4 月 10 日（金）
室蘭民報（朝刊）15 面
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2015 年 4 月 28 日（火）
室蘭民報（朝刊）15 面
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2015 年 6 月 19 日（金）
室蘭民報（夕刊）1面
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2015 年 6 月 30 日（火）
室蘭民報（朝刊）15 面
2015 年 8 月 11 日（火）
室蘭民報（朝刊）13 面
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2015 年 10 月 22 日（木）
室蘭民報（夕刊）4面
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2015 年 11 月 14 日（土）
室蘭民報（朝刊）15 面
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2015 年 12 月 20 日（日）
室蘭民報（朝刊）10 面
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3―6 ◦図書リスト
著書名 著　者 出版社 年
シアーズ博士夫妻のマタニティブック ウィリアム・シアーズほか 主婦の友社 2003
シアーズ博士夫妻のベビーブック ウィリアム・シアーズほか 主婦の友社 2000
The Baby Book William Sears ほか Thorsons 2005
続　子どもへのまなざし 佐々木 正美 福音館書店 2001
子育てハッピーアドバイス　
〜大好き！が伝わるほめ方＊叱り方〜
明橋 大二 1 万年堂出版 2010
子育てハッピーアドバイス　
〜知っててよかった小児科の巻〜
吉崎 達郎／明橋 大二 1 万年堂出版 2009
忙しいパパのための子育てハッピーアドバイス 明橋 大二 1 万年堂出版 2007
力を抜いて生きる 有馬 頼底 講談社 2009
運命を創る 安岡 正篤 プレジデント社 1985
パイロットが空から学んだ運と縁の法則 坂井 優基 インデックス・コミュ
ニケーションズ
2008
平静の心　〜オスラー博士講演集〜 日野原 重明ほか 医学書院 2003
可愛いベイビー 五十嵐 貴久 実業之日本社 2014
The Bedford Handbook Ninth Edition Diana Hacker ほか Bedford／St. Martin's 2014
エリートの仕事は「小手先の技術」でできている。 山口 真由 KADOKAWA 2014
うみべのハリー ジーン・ジオン 福音館書店 1967
どうしようもないのに、好き　
〜イタリア　15 の恋愛物語〜
内田 洋子 集英社インターナショ
ナル
2014
小さなサプライズから始めよう　
〜人を喜ばせる 39 のルール〜
リー コッカレル 新潮社 2014
夫婦のルール 三浦 朱門／曽野 綾子 講談社 2014
野垂れ死にの覚悟 曽野 綾子／近藤 誠 ベストセラーズ 2014
ムーミンの生みの親、トーベ・ヤンソン トゥーラ・カルヤライネン 河出書房新社 2014
家族の悪知恵　
〜身もフタもないけど役に立つ 49 のヒント〜
西原 理恵子 文藝春秋 2014
卵子探しています　
〜世界の不妊・生殖医療現場を訪ねて〜
宮下 洋一 小学館 2015
「産む」と「働く」の教科書 齋藤 英和／白河 桃子 講談社 2014
自分を傷つけずにはいられない　
〜自傷から回復するためのヒント〜
松本 俊彦 講談社 2015
アカデミック・スキルズ　
〜大学生のための知的技法入門〜
佐藤 望ほか 慶応義塾大学出版会 2006
アカデミック・スキルズ　
〜大学生のための知的技法入門〜第 2 版
佐藤 望ほか 慶応義塾大学出版会 2012
大学生のためのリサーチリテラシー入門　
〜研究のための 8 つの力〜
山田 剛史／林 創 ミネルヴァ書房 2011
実践で役立つ！英語プレゼンテクニック 上出 鴻子／上出 洋介 丸善出版 2013
英語アカデミック・ライティングの基礎 一橋大学英語科［編著］ 研究社 2015
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著書名 著　者 出版社 年
女は後半からがおもしろい 坂東 眞理子／上野 千鶴子 集英社 2014
男は邪魔！「性差」をめぐる探求 髙橋 秀実 光文社新書 2013
赤ちゃんにきびしい国で、赤ちゃんが増えるはずがない。 境 治 三輪舎 2014
ビジネスマンの君に伝えたい 40 のこと 近藤 宣之 あさ出版 2012
崖っぷちで差がつく上司のイクボス式チーム戦略 日経 DUAL 編 日経 BP 2015
マンガでわかる！
共働きファミリーの仕事と子育て両立バイブル
日経 DUAL 編 日経 BP 2014
理系クン　夫婦できるかな？ 高世 えり子 文藝春秋 2012
理系クン　イクメンできるかな？ 高世 えり子 文藝春秋 2015
家族という病 下重 暁子 幻冬舎新書 2015
紋切型社会　〜言葉で固まる現代を解きほぐす〜 武田 砂鉄 朝日出版社 2015
保育園義務教育化 古市 憲寿 小学館 2015
消える大学　残る大学　〜全入時代の生き残り戦略〜 諸星 裕 集英社 2008
男尊女卑という病 片田 珠美 幻冬舎新書 2015
女性の権利　〜ハンドブック　女性差別撤廃条約〜 赤松良子［監修］／
国際女性の地位協会　編
岩波ジュニア新書 2005
ひとり親家庭 赤石 千衣子 岩波新書 2014
自閉症スペクトラム障害　〜療育と対応を考える〜 平岩 幹男 岩波新書 2012
砂糖の世界史 川北 稔 岩波ジュニア新書 1996
鶴見俊輔コレクション③　旅と移動 鶴見 俊輔 河出文庫 2013
鶴見俊輔コレクション④　ことばと創造 鶴見 俊輔 河出文庫 2013
The Healthy Pregnancy Book William Sears／
Martha Sears
2013
2 人が「最高のチーム」になる　
〜ワーキングカップルの人生戦略〜
小室 淑恵ほか 英治出版 2011
これからも働き続けるあなたへ　
〜働く女性の不安をやわらげる 42 の処方箋〜
太田 彩子 大和書房 2012
LEAN IN　〜女性、仕事、リーダーへの意欲〜 シェリル・サンドバーグ 日本経済新聞出版社 2013
子ども虐待という第四の発達障害 杉山 登志郎 学研教育出版 2007
デート DV と恋愛 伊田 広行 大月書店 2010
DV にさらされる子どもたち　
〜加害者としての親が家族機能に及ぼす影響〜
ランディ バンクロフト 金剛出版 2004
アスペルガー症候群　就労支援編 佐々木 正美ほか 講談社 2009
アスペルガーの男性が女性について知っておきたいこと マクシーン・アストン 東京書籍 2013
アスペルガーの女性がパートナーに知ってほしい 22 の心得 ルディ・シモン スペクトラム出版社 2013
「育休世代」のジレンマ　
〜女性活用はなぜ失敗するのか？〜
中野 円佳 光文社 2014
継続は力なり　
〜女性土木技術者のためのキャリアガイド〜
公益社団法人　土木学会　
ダイバーシティ推進小委員会
公益社団法人　
土木学会
2013
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著書名 著　者 出版社 年
少子化時代の「良妻賢母」　
〜変容する現代日本の女性と家族〜
S・D・ハロウェイ 新曜社 2014
ペコロスの母に会いにいく 岡野 雄一 西日本新聞社 2012
ペコロスの母の玉手箱 岡野 雄一 朝日新聞出版 2014
デザインの学校　これからはじめる InDesign の本　
【CS6/CS5.5 対応版】
波多江 潤子 技術評論社 2013
よくわかる InDesign の教科書　【CS6 対応版】 瀧野 福子 マイナビ 2013
女子の人間関係 水島 広子 サンクチュアリ出版 2014
新しいパパの教科書 NPO 法人　
ファザーリング・ジャパン
学研教育出版 2013
新しいパパの働き方 NPO 法人　
ファザーリング・ジャパン
学研教育出版 2014
カリスマ・ナニーが教える赤ちゃんとおかあさんの快眠講座 ジーナ・フォード／
高木 千津子
朝日新聞出版 2007
家事労働ハラスメント　〜生きづらさの根にあるもの〜 竹信 三恵子 岩波書店 2013
専業主婦になりたい女たち 白河 桃子 ポプラ社 2014
ハウスワイフ 2.0 Emily Matchar／
森嶋 マリ
文藝春秋 2014
対決！大学の教育力
─「人生のラッシュアワー」を生き抜く人々の技法
友野 伸一郎 朝日新聞出版 2010
オランダ流ワークライフバランス 中谷 文美 世界思想社 2015
LGBTQ ってなに？
─セクシュアルマイノリティのためのハンドブック
ケリー・ヒューゲル 明石書店 2011
NHK「ハートをつなごう」LGBT BOOK NHK「ハートをつなごう」
制作班／宮田 興／
今村 裕治
太田出版 2010
大学における男女共同参画の推進　〜実践ガイド〜 独立行政法人　
国立女性教育会館
悠光堂 2015
マタニティハラスメント 溝上 憲文 宝島社 2013
介護離職から社員を守る　
〜ワークライフバランスの新課題〜
佐藤 博樹／矢島 洋子 労働調査会 2014
ワークライフバランス　〜実証と策提言〜 山口 一男 日本経済新聞出版社 2009
ダイバーシティ　〜生きる力と学ぶ物語〜 山口 一男 東洋経済新報社 2008
科学者としての働き方。
〜現場で生きる 9 人のキャリアモデルファイル〜
独立行政法人　
科学技術振興機構　
科学技術プログラム推進部
文部科学省　
科学技術・学術政策局　
人材政策課
2015
フランスに学ぶ男女共同の子育てと少子化抑止政策 冨士谷 あつ子／伊藤 公雄 明石書店 2014
職場の LGBT 読本　
〜「ありのままの自分」で働ける環境を目指して〜
柳沢 正和／村木 真紀／
後藤 純一
実務教育出版 2015
働く女性とマタニティハラスメント　
〜「労働する身体」と「産む身体」を生きる〜
杉浦 浩美 大月書店 2009
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著書名 著　者 出版社 年
介護離職から社員を守る　
〜ワーク・ライフ・バランスの新課題〜
佐藤 博樹／矢島 洋子 労働調査会 2014
LGBT 問題と教育現場　
─いま、わたしたちにできること─
早稲田大学教育総合研究所
［監修］
学文社 2015
スクールセクハラ　
〜なぜ教師のわいせつ犯罪は繰り返されるのか〜
池谷 孝司 幻冬舎 2014
非婚ですが、それが何か？　〜結婚リスク時代を生きる〜 上野 千鶴子／水無田 気流 ビジネス社 2015
プリンセス願望には危険がいっぱい ペギー・オレンスタイン 東洋経済新聞社 2012
おひとりさまの最期 上野 千鶴子 朝日新聞出版 2015
女性活躍　最強の戦略 小室 淑恵 日経 BP 社 2015
女性を活用する国、しない国 竹信 三恵子 岩波書店 2010
この 1 冊でポイントがわかる　ダイバーシティの教科書 前川 孝雄／猪俣 直紀／
大手 正志／田岡 英明
総合法令出版 2015
─女性活躍推進の課題とポイント─　
女性はもっと活躍できる！
岩田 喜美枝／菅原 千枝 公益財団法人
21 世紀職業財団
2015
ダンナのための妊娠出産読本 荻田 和秀 講談社 2015
メンタリング入門 渡辺 三枝子／平田 史昭 日本経済新聞出版社 2006
親なるもの断崖　第 1 部 曽根 富美子 宙出版 2015
親なるもの断崖　第 2 部 曽根 富美子 宙出版 2015
マタハラ問題 小酒部 さやか 筑摩書房 2016
もっと知りたい！話したい！セクシュアルマイノリティ 日高 庸晴 汐文社 2015
働く女子の運命 濱口 桂一郎 文春新書 2015
たまごクラブ　5 月号 Benesse Coporation 2014
學士會報　第 912 号 一般社団法人　学士会 2015
週刊　東洋経済　8/2（親子で選ぶ大学） 東洋経済新報社 2014
週刊　東洋経済　10/11
（誰もが働きたくない時代の専業主夫／婦）
東洋経済新報社 2014
週刊　東洋経済新聞　5/27（本当に強い大学 2015） 東洋経済新聞社 2015
SAPIO　9 月号（「弱者の味方」に気をつけろ！） 小学館 2014
GQ　No.136（変わりゆくアメリカの女性リーダー像・世界
の通用するプレゼン力）
コンデナスト・ジャパン 2014
週刊　ダイヤモンド　10/18（最新　大学評価ランキング） ダイヤモンド社 2014
an・an　No.1932
（最近の日本をフェミニズム的に見てみよう。）
2014
AERA　No.26（「就職のプロ」が見極めた最適学歴・「学
歴」とは何か？・もう一度正社員を狙う・改革を妨げる
「デジタル格差」）
朝日新聞出版 2014
AERA　No.33（介護で仕事を辞めない） 朝日新聞出版 2014
AERA　No.43（変革するワーママたち） 朝日新聞出版 2014
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著書名 著　者 出版社 年
AERA　No.45（介護で人生をあきらめない・“善意”に複
雑　妊活中の本音）
朝日新聞出版 2014
AERA　No.53（女性管理職をバブルに終わらせない） 朝日新聞出版 2014
AERA　No.54（キャリアの教科書　女性・スーパーグロー
バル大学・ワーママの肖像）
朝日新聞出版 2014
AERA　No.4（ランキングで見る大学力 2015） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.18（子なしハラスメント） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.19（追い詰められる親たち） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.20（追い詰められる親たち） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.21（追い詰められる親たち） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.24（追い詰められる親たち） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.25（完璧すぎる親を目指さない） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.31（美人はトク？） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.33（人たらしのミスター・ダイバーシティ） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.37（日本は「貧乏くじ」か？） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.39（91 万「いいね！」集めたヒゲの歌姫が語る） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.47（青春を奪われたヤングケアラー） 朝日新聞出版 2015
財界さっぽろ　11 月号
（ケース別お悩み相談先電話帳・目からウロコの介護予防）
財界さっぽろ 2014
PRESIDENT WOMAN プレジデント社 2014
PRESIDENT 2015.3.2 号　〜女性の口紅はなぜ赤いのか？〜 プレジデント社 2015
Forbes Japan（男組織における「女性力」の研究） ATOMIXMEDIA／
PRESIDENT
2014
The Japan Times for Women vol.5 ジャパンタイムズ 2014
The Japan Times for Women vol.7 ジャパンタイムズ 2015
女子高生のための進学バイブル 日経 BP マーケティング 2015
つくりこ　“ものづくり”でがんばる女性の紹介冊子 北海道経済部
産業振興局産業振興課
2014
赤ちゃんの駅 MAP 室蘭市保健福祉部
子育て支援課
2015
こらん　2014 年秋号創刊 室蘭市子育て情報誌
作成実行委員会事務局
2014
こらん　2015 年春号 室蘭市子育て情報誌
作成実行委員会事務局
2015
こらん　2015 年夏号 室蘭市子育て情報誌
作成実行委員会事務局
2015
こらん　2015 年秋・冬号 室蘭市子育て情報誌
作成実行委員会事務局
2015
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